
‘、

日
常
生
活
三
鳥
類
と
の
関
係

和

国

千

議

~ 

。
鳥
類
と
人
生
三
の
関
保
と
云
ふ
-
な
ら
ば
先
づ
農
林
水
産
業
と
り
利
害
関
係
を
思
ひ
出
す
〆

、
こ
り
問
題
は
他
誌
に
ゆ
づ
り
寄
人
が
日
常
烏
の
お
か
怜
で
色
々
な
利
便
を

一
一
一
…
れ
い
ピ
ミ
に
つ
い
て
警
に
お
話
致
し
ま
す
が
、
内
容
は
科
準
的
態
度
を
続
い
て

る
こ
と
を
都
臨
わ
し
て
置
き
ま
す
。

天

気

議令

護

と

鳥

類

天
霊
祭
は
測
候
所
の
仕
事
で
あ
る
が
、
時
じ
意
外
に
嘗
ら
放
い
と
さ
も
あ
る
。
然
る
に
鳥
類
は
天
集
に
感
臨
す
J
二
三
極
め
て
鋭
敏

t

，
天
候
捷
化
む
前
徴
と
し
て
必
宇
或
警
を
現
泣
す
か
ら
、
季
開
設
窓
し
て
み
る
と
蔀
白
い
桂
よ
く
鴬
る
も
の
で
あ
る
ウ
ミ
ネ
コ
ド
汀
に
群

れ
て
騒
い
だ
り
、
岸
に
あ
が
っ
て
務
員
を
つ
く
っ
七
ち
す
る
の
は
暴
風
雨
の
認
で

J

F

Aに
ま

と

翌

日

!

日

パ

〉

パ

セ
ン
ダ
イ
ム
シ
グ
巳
ハ
鷲
に
m
似
て
五
月
頃
新
維
の
間
で
メ
ズ
ポ
ヂ
チ
ワ
ジ
品
リ
/
¥

は
大
抵
雨
に
な
る
。
又
ハ
官
ヲ
ア
マ
ツ
パ
メ
が
人
毘
に
謀
行
し
て
庭



上
を
高
ぐ
掠
め
廻
る
の
も
雨
の
前
兆
で
あ
る
。
ト
ピ
書
頃
に
出
て
舞
ふ
と
曇
る
か
雨
に
な
り
朝
に
舞
ふ
と
晴
天
と
た
る
。
叉
天
高
く
舞
ふ
と
風

さ
な
り
冬
早
朝
よ
り
人
家
附
近
の
梢
上
に
群
を
、
な
し
て
止
ま
る
さ
晴
天
に
な
る
。
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
早
朝
よ
り
人
家
附
近
に
推
移
し
て
鳴
〈
時
、

四
十
雀
、
小
雀
、
日
雀
類
の
小
群
人
里
に
現
は
れ
晴
晴
す
る
と
そ
の
日
は
必
宇
四
季
を
湿
し
て
晴
天
さ
な
る
o
ア
カ
ヂ
ラ
(
方
言
ケ
ラ
ツ
ツ
キ
〉

が
朝
に
人
家
附
近
に
漂
現
す
る
と
そ
の
日
は
雨
と
な
り
、

コ
サ
メ
ピ
グ
キ
が
現
は
れ
る
さ
曇
天
と
な
る
。
イ
カ
ル
(
方
言
一
一
一
光
)
よ
く
鳴
く
と

晴
天
に
な
る
の
で
、
こ
の
烏
の
鳴
撃
を
津
軽
地
方
て
は
「
今
日
も
い
二
は
明
日
も
い
b

」
或
は
「
精
出
し
て
か
せ
げ
」
さ
意
諜
し
、
農
夫
が
天

気
め
中
に
早
く
仕
事
を
進
め
る
様
と
の
烏
に
附
ま
さ
れ
て
ゐ
る
。
オ
ホ
ヂ
シ
ギ
(
方
言
十
薬
叉
は
ポ
ド
シ
ゲ
)
が
原
野
で
、
薄
集
味
の
悪
い
怪

音
を
立
て
て
騒
ぐ
と
雨
に
な
る
。
朝
に
ム
ク
ド
リ
の
群
撃
低
け
れ
ば
そ
の
日
は
雨
に
な
る
。
冬
季
オ
ホ
コ
ノ
ハ
ヅ
ク
(
方
吾
一
口
オ
ホ
)
人
家
又
は

建
物
内
に
入
り
来
る
と
必
歩
大
吹
雪
が
あ
る
。

ヨ
タ
カ
夜
間
に
快
鳴
す
る
と
翌
日
は
晴
天
に
な
る
。
海
の
カ
モ
、
ウ
の
類
が
磯
遠
近
く
寄
る
か

或
は
池
川
に
移
る
の
は
暴
風
雨
の
前
兆
、

カ
モ
メ
類
が
陸
地
近
く
応
が
し
く
舞
立
つ
の
も
暴
風
雨
の
前
兆
で
あ
る
。
小
湊
の
漠
所
に
渡
来
す
る

ハ
ク
テ
プ
の
群
は
漁
師
に
よ
く
天
候
を
教
へ
て
く
れ
る
。
暴
風
雨
の
前
に
は
群
が
岸
近
く
に
寄
ゎ
，
、
愈
々
山
背
風
の
吹
き
す
さ
む
時
に
は
既
に

一
一
例
の
影
も
残
っ
て
ゐ
な
い
。
と
れ
は
無
難
な
大
渓
湾
に
避
難
し
た
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
午
八
候
快
復
に
近
づ
く
と
再
び
群
が
現
は
れ
る
。
ウ

パ
メ
が
{
会
高
く
飛
び
交
ふ
か
叉
は
地
僚
を
低
く
一
飛
ぶ
と
風
雨
に
襲
る
。

ア
ク

υ
ウ
が
徹
宥
よ
く
鳴
く
と
晴
天
と
な
る
。
農
家
て
は
昔
か
ら
こ
の

鳴
撃
を
聞
き
洗
濯
行
事
を
進
め
て
ゐ
る
。

ス
ゾ
メ
、

=
ハ
ト
リ
等
が
雨
中
に
出
て
餌
を
漁
る
さ
そ
の
日
は
晴
れ
た
い
が
、
念
に
大
雨
が
来
た
時

一
ハ
ト
リ
、

ス
ズ
メ
の
類
が
隠
れ
て
ゐ
る
三
間
も
な
く
晴
れ
る
。
こ
れ
を
見
て
農
夫
が
雨
天
の
仕
事
を
繰
延
す
様
に
な
っ
て
ゐ
る
。
向
シ
ギ
、

チ
ド
リ
類
が
渡
り
の
途
中
群
圏
が
夜
間
屋
上
を
低
く
飛
ぴ
、
鳴
撃
を
明
か
に
開
く
時
は
翌
日
必
宇
雨
と
な
る
。
深
高
山
花
居
る
時
ア
ヲ
バ
ト
(

ラ
言
マ
ヲ
ド
リ
)
が
五
月
蝿
く
彼
方
此
方
で
鳴
い
た
り
、
夕
方
鷲
鷹
類
が
一
大
空
に
現
は
れ
る
と
翌
日
雨
と
ー
な
り
、
ヒ
バ
リ
め
舞
ひ
上
り
低
く
カ

方
ス
中
空
で
騒
ぐ
と
暴
風
に
な
る
。
以
上
は
平
凡
な
様
で
あ
る
が
大
胆
盟
諸
中
す
る
の
で
面
白
い
。

3 



(=) 

町一鳥

の

民

間

ヰ

島
守
護
じ
用
ひ
た
の
は
太
古
か
ら
の
ひ
ざ
で
、
本
車
皐
の
書
物
に
は
幾
分
迷
出
怖
か
ら
導
楽
さ
れ
た
欝
治
的
効
能
が
の
つ
で
あ
る
。
古
事
記
紳

代
者
に
は
鶏
、
推
、
千
島
、
鴨
、
稿
、
翠
島
、
鷲
等
が
暴
げ
ら
れ
て
あ
る
。
欝
撃
の
進
歩
に
伴
ひ
高
貴
の
妙
薬
が
出
来
て
ゐ
る
の
に
拘
ら
や
J

今
日
向
島
を
民
間
諜
に
賞
用
し
棺
蛍
効
果
者
あ
げ
て
ゐ
る
物
も
あ
る
♂
}
れ
か
ら
青
森
懸
下
各
地
を
調
べ
た
鳥
の
民
間
薬
を
来
し
て
見
ま
せ
う
。

/ 

ア

tエ

4 

力

ウウ

''J 

カ
4
ツ
ブ

q

カ
ム
カ
ラ
ス

力
ハ
セ
ミ

カ

フ

キ

ジ

バ

ト J~ J~ ま真

自

間

(
方

ウ

ノ

F
リ
)

色
〉

の
血
液
及
び
卵
は
中
風
の
妙
襲
と
し
て
近
時
盛
ん
に
実
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

の
肉
は
痔
疫
に
語
る
わ
さ
。

光
〉

の
内
は
心
麟
病
三
腕
活
力
増
進
じ
競
く
。

フ

の
卵
は
下
痢
止
、
肺
病
患
者
の
強
枇
剤
、
向
は
一
般
精
集
を
袖
惜
し
中
鴨
川
に
効
き
、
黒
塘
は
中
古
唆
敬
、
昭
喰
の
痛
み
等
に
効
く
。

の
悪
擦
は
貰
読
に
肉
は
輝
人
病
の
妙
襲
。

む

下
痢
止
、
子
宮
病
‘
細
腕
チ
プ
ス
等
に
効
く
ざ
し
て
実
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

カ
♂
カ
ト
リ
〉

ス

の
m
一
一
…
壌
は
中
間
科
‘
ワ
ウ
マ
チ
ス
或
は
森
病
に
賞
用
さ
れ
る
。

の
肉
令
懇
中
に
喰
べ
る
と
耐
寒
性
老
増
し
、
感
冒
を
強
拐
し
、
限
病
孫
じ
結
膜
炎
が
癒
る
。
絹
の
盟
…
壊
は
ツ
ハ
プ
キ
槙
の
黒

吉
弘
じ
内
服
す
る
と
惑
性
の
痔
撲
を
根
治
す
。

ヤ
マ
バ
ト
〉

九
け
4

I

B

O

ま
く

の
黒
擦
は
胃
潰
一
機
、

脚
集
、
赤
痢
等
に
特
効
あ
わ
。
内
は
中
風
仁
内
の
臆
諌
は
下
癖
止
に

キ
ツ
ツ
キ
類
。
穫
で
痛
ん
て
ゐ
る
鰯
歯
ケ
く
鶴
と
忽
ち
に
癒
る
。
黒
締
結
は
婚
人
病
院
特
効
あ
わ
。



夕
日
ツ
ヴ
ミ

タ
ワ
ク
コ
ヴ

ス

欄.，'
J、

タ~ 

ン

ツツ

J¥ 

トト

s宝

山
ハ
ト
リ

ハ
ク
テ
フ

己

，ぜ

ホ
ト
も
ギ
ス

〈
方
言
コ
ツ
ケ
イ
〉

の
内
は
子
宮
病
、
腎
誠
仲
柄
、
脚
気
、
赤
一
柄
、
問
内
向
山
等
に
特
効
が
あ
る
。

の
内
は
蹄
鰐
じ
効
く
。

メ
の
内
は
寒
中
に
喰
べ
る

り
強
批
摺
さ
な
る
。
〈
但
し
頭
部
令
喰
べ
る
こ
と
〉
。

.l n 

の
跨
識
を
乾
か
し
接
持

の
時
に
用
ひ
競
争
ぞ
突
し
て
る
。

ギ

及
び
外
の
シ
ギ
、
チ
ド
リ
類
の
脂
肪
は
耳
潟
金
癒
し
鰯
留
め
応
み
を
止
め
る
。
叉
タ
ム
シ
に
も
効
く
さ
い
は
れ
て
ゐ
る
。

J'" 

。
骨
片
を
磨
棒
し
て
飢
切
に
し
て
の
む
と
胸
血
壱
止
め
る
効
が
あ
る
。

メ

の
向
を
糟
味
噌
汁
乙
し
て
食
ず
る
ど
惑
性
の
腸
チ
ブ
ス
で
も
癒
司
令
。
卵
設
や
粉
に
し
て
内
服
す
る
と
小
児
の
婿
を
治
ず
。
糞

を
乾
燥
し
頭
痛
の
標
、

と
れ
を
粉
に
し
て
木
に
溶
か
し
足
の
裏
に
塗
れ
ば
鎮
痛
す
る
と
と
勿
論
、
こ
れ
を
常
用
す
れ
ば
舷
務

み
ぞ
治
す
る
に
有
効
で
あ
る
。
山
内
撃
を
鎮
粒
と
共
に
需
ね
て
こ
れ
を
紙
に
検
一
一
旬
、
績
ん
て
ゐ
る
絹
蕗
の
外
部
に
貼
ゐ
さ
不
思
議

に
怒
る
。

ど

チ
ン
ゑ
ン

oj肉
は
中
風
、
踏
病
、
…
概
病
、
結
人
病
の
妙
薬
、
黒
境
は
中
風
、
リ
ウ
マ
チ
ス
、
一
咳
吸
等
に
効
く
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

ト

の
肉
は
脚
集
と
子
宮
病
に
効
〈
。

の
肉
三
雄
鶏
の
鶏
定
試
寝
小
硬
鮮
血
は
蹄
病
患
者
の
強
壮
剤
と
な
る
。
卵
白
は
騎
宅
の
韓
い
人
が
検
出
沫
す
る
と
よ
〈
伸
び
る
。

叉
卵
由
て
男
女
の
髪
洗
ず
る
と
よ
く
垢
が
落
ち
美
繋
さ
在
る
。

の
肉
は
去
援
に
効
き
綿
殺
は
車
止
に
な
る
の
で
賞
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

ヲ

の
黒
焼
は
心
綴
病
、
脳
病
、
勝
手
J

プ
ス
、
赤
痢
、
子
宮
病
等
に
有
懇
で
弘
む
る
e

の
肉
は
下
痢
止
め
‘
黒
擦
は
子
宮
病
に
特
劫
島
り
と
い
は
れ
て
み
る
。

5 



司酔

、e¥
 

.宅

ガ

号

ピ
〉
の
苦
を
乾
操
し
煎
用
ず
る
さ
解
熱
に
特
効
各
・
9
ざ
い
は
れ
て
ゐ
る
。

の
脂
肪
友
連
用
す
る
ゼ
悪
性
梅
毒
が
諮
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

(
ア
e

ヲ

ク

6 

ガ

ミ
ソ
サ
ザ

4

マ

ン

〆叫恥哨同

の
里
山
境
を
内
殺
す
る
と
脳
病
が
諮
る

ひ
博
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

以
上
は
本
勝
で
行
う
て
ゐ
る
島
の
築
治
臨
用
で
あ
る
が
、
在
凍
本
問
勝
国
有
の
膝
用
で
あ
る
か
納
閣
の
地
方
か
ら
博
来
し
た
方
法
で
あ
る
か
は
科

黙
と
し
な
い
。
一
審
物
を
晃
ろ
と
本
黙
で
や
っ
て
ゐ
る
方
法
が
弛
の
地
方
で
も
や
っ
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
右
の
路
用
は
迷
信
的
な
も
の
が
多
い

さ
し
て
も
、
用
品
て
効
能
の
あ
る
も
の
が
棺
賞
あ
る
か
ら
全
く
見
按
つ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

誌
に
於
て
寅
際
麟
用
す
る
と
な
る
三
材
料
を
縛
る
に
一
審
勢
設
す
る
。
島
に
拭
年
中
退
し
て
事
務
じ
居
る
も
の
と
春
秋
二
季
に
渡
来
し
て
牟

年
住
居
る
も
の
も
あ
ち
、

叉
狩
猿
法
の
下
に
た
さ
り
替
地
に
ゐ
る
も
の
て
も
捕
獲
が
出
来
な
い
も
の
も
あ
る
。
叉
折
角
捕
っ
た
も
の
で
も
名
前

が
判
ら
な
い
た
め
に
臆
用
が
出
来
ぬ
と
い
ふ
と
さ
も
島
っ
て
‘

一
般
に
は
猫
姉
が
措
へ
る
猿
島
を
利
用
す
る
位
に
な
っ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
中
東

を
惑
す
自
的
で
ト
ぜ
か
打
っ
た
ら
大
師
純
一
な
と
と
に
な
る
、
子
宮
荊
を
癒
す
た
め
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
捕
っ
て
も
矢
張
り
諮
問
様
罰
金
に
嘉
せ
ら
れ
、

轄
者
に
行
く
よ
ち
も
高
く
な
る
か
ら
徒
ち
に
利
用
せ
ん
L
」
す
る
こ
と
は
模
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
叉
島
に
は
喰
ペ
て
死
ぬ
様
な
毒
島
三
い
ふ
べ

き
も
の
は
な
い
が
、
野
原
て
死
因
不
明
の
昆
が
あ
っ
て
も
、
後
が
危
績
で
・
め
る
か
ら
譲
治
に
も
食
事
に
も
轄
用
す
る
と
と
は
遠
藤
す
べ
き
で
あ

る。

(思)

文

塞

と

盟
問

烏
の
脊
習
奇
離
は
文
皐
或
は
博
設
、

一
主
る
迄
様
々
に
怒
弔
さ
れ
て
ゐ
る
。
臨
時
に
関
す
る
西
洋
文
撃
は
#
常

よ
く
資
料
三

な
る
も
D
・
は
グ
ワ
グ
コ
ウ
、
ハ
ト
‘

ワ
シ
‘
グ
カ
、

ヒ
パ
リ
、
ツ
グ
ミ
、

ナ
イ
チ
ン
グ

i
ル
ハ
夜
時
鷲
〉
、
フ
ク
ロ
ウ
.
コ
マ
ド
リ
、
ミ
ヤ
マ



コ
ク
テ
ウ
ハ
黒
鳥
〉
、
ア
ヲ
サ
ギ
、
カ
ハ
セ
ミ
、

ト
ぜ
、

シ
ャ
コ
、
七
面
鳥
、

ハ
ク
テ
ウ
、

ス
ズ
メ
、
盟
十
輩
、
多
く
の
渡
嘉
等
約
八
十
種
以
上
に
建
申
し
て
ゐ
ア
。
弐
に
東
洋
文
率
上
の
費
科
三
な
っ
て
ゐ
る
鳥
も
少
左
く
な
い
。
鷲
の
小

歌
、
時
嘉
の
議
‘
艇
の
あ
さ
、
一
情
ぷ

主
刀

f.
句、公ム、

科
白
叫
引
き
A
J
I

都
島
写
設
に
深
い
邸
付
加
が
結
ぼ
れ
て
ゐ
る
。

/J 

鳥
類
は
積
一
刻
、
彫
刻
、
思
案
の

し

て
ゐ
る
。
捨
一
閣
に
於
け
る
花
鳥
、
題
集
上
の
企
彩
、
形
航
、
携
様
の
便
化
費
料
等

し
て
丹
精
奇
襲
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
一
回
に
は
蕗
の

は
と
れ
で
も

で
は
多
少
困
難
が
伴
う
芦
犬
抵
自
然
状
態
を
現
法
ず
と
三
に

の
色
彩
ケ
添
へ
て
お
る
。
元
来
捨
一
回
に
は
部
中
動
の

費
料
が
多
く
花
鳥
む
鎗
に
は
頗
る

一
匙
を
求
む
る
と
と
は
必
要
な
も
の
で
、
草
木
件
以

部
で
鳥
芯
勃
で
あ
る
。
山
あ
る
三
必
や
水
が
あ
ち
花
あ
る
ど
必
宇
中
島
が
あ
る
さ
い
ふ
嵐
に
、
静
の
中
勤
令
描
寺
前
々
一
担
調
和
の
さ
わ
っ
L
あ
る

も
の
で
あ
る
。
加
之
島
の
色
彩
は

=
一
種
を
調
和
や
器
へ
る
も
の
で
あ
る
か
も
、
静
中
散
の
意
味
で
は
左
く
艶
彩
の
醍
合
を
助
〈
る
と
と
が

大
で
あ
る
、
愛
際
花
を
輩
く
時
嘉
も
叢
く
べ
く
嘉
を
強
い
て
は
棄
の
花
鳥
の
一
部
で
は
な
い
と
い
は
れ
る
。
ヤ
マ
ド
リ
、
プ
ン
テ
ウ
の
捜
部
八
な
姿
、

カ
ハ
セ
ミ
の
濃
艶
な
形
等
は
一
一
割
天
然
の
品
一
一
六
を
帯
び
た
も
の
で
、

に
さ
れ
る
さ
よ
く
丹
精
の
奨
を
護
揮
さ
せ
る
さ
共
に
‘
そ
の
織
を
し
て

活
か
さ
せ
る
野
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

花
鳥
の
記
合
は
円
本
に
於
て
は
賂

4々

定
ま
っ
て
る
る
も
む
て
，
梅
に
宮
、
柳
に
燕
、
軍
に
雁
、
松
に
島
、
竹
に
雀
等
と
い
ふ
嵐
に
そ
れ
ん
¥

事
範
的
に
給
付
け
ら
れ
で
あ
る
。
向
花
鳥
に
関
聯
し
た
狩
獲
の
緯
一
院
も
一
献
の
趣
味
を
換
起
す
る
も
の
で
、
我
撲
で
は
京
野
時
花
に
奈
盛
を
様

め
て
蓑
い
た
け
れ
ど
も
、
働
教
体
策
と
共
に

へ
た
縄
問
向
を
一
一
小
し
A
?
で
は
議
り
見
ら
れ
な
い
様
に
な
っ
て
ゐ
る
。

共
に
鳥
と
嵐
案
と
の
関
保
守
見
る
に
、
諸
種
の
鳥
類
以
グ
自
由
構
想
の
下
に
所
謂
加
液
化
さ
れ
て
ゐ
る
む

で
あ
る
。
圏
案
の
材
料
に
用
ひ

ら
れ
て
ゐ
る
鳥
の

碕
分
あ
り
ま
す
が
、
村
山
誠
一
郎
著
教
育
麗
案
集
誌
に
は
攻
の
接
攻
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
あ
る
。

Y 
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近
時
は
一
明
兵
に
起
島
の
形
そ
礎
化
し
擦
々
な
茜
白
い
も
の
が
作
ら
れ
る
様
じ
な
っ
た
.

{四)

吉
菌
科
甑
反
び
夢
告
と

類

量
め
中
め
擦
棋
錯
節
せ
る
人
事
首
鮫
官
凶
鱗
一
組
は
科
撃
の
カ
で
も
藤
知
す
る
と
と
が
困
難
・
な
の
に
、

っ
て
大
留
で
も
こ
れ
者
知
る
こ
え
か
出
来
る
。
故
に
信
仰
の
強
い
入
は
臥
仰
を
吉
凶
判
畿
や
占
夢
じ
際
用
し
て
み
る
。
合
的
判
簡
に
癖
応
用
さ
れ
た

ト
キ

鳥
の
撞
類
が
揮
山
あ
る
が
、
営
地
で
最
も
普
通
に
い
は
れ
て
ゐ
る
も
の
を
拡
ペ
て
見
る
と
，
雌
難
が
刻
を
告
ぐ
る
と
一
家
の
主
婦
が
家
を
艶
す

で
は
あ
る
が
鳥
類
の
行
動
に
よ

か
、
火
災
そ
の
他
わ

に
襲
は
れ
る
と
い
ふ
の
で
、
宮
地
て
は
附
近
の
人
迄
警
成
ず
る
の
が
習
讃
に
な
っ
て
ゐ
る
。
カ
ラ
ス
の
変
絡
を
見
る

と
家
族
或
誌
親
戚
の
者
に
必
学
窓
ひ
も
し
く
は
死
者
が
出
る
。

ハ
ト
の
桑
や
遣
っ
て
ゐ
る
の
や
見
る
と
家
挨
の
も
の
じ
病
人
が
出
る
。
ツ
パ
メ

の
雛
が
川
県
か
ら
搭
ち
て
死
ぬ
か
、
例
年
渡
っ
て
来
て
巣
を
つ
く
る
の
に
そ
の
家
に
渡
来
し
た
い
か
又
は
漉
来
し
た
も
の
が
移
縛
す
る
と
.
そ
の

年
に
必
や
死
人
が
あ
る
か
火
災
が
起
る
。
こ
れ
は
不
思
議
に
営
る
も
の
で
青
森
犬
火
の
年
に
は
私
の
家
に
も
渡
来
し
・
な
か
っ
た
の
で
、
不
思
議
k

に
思
つ
で
ゐ
る
内
に
類
燥
し
ま
し
た
。
田
舎
で
難
が
麗
上
に
あ
が
っ
て
鳴
く
と
そ
の
向
っ
た
方
蕗
に
火
事
が
あ
る
。
夜
鶏
が
鳴
く
と
そ
の
家
わ

釜
が
割
れ
る
と
い
ひ
十
分
焚
火
に
注
意
や
す
る
(
市
街
地
で
は
鈴
わ
臨
も
が
な
い
〉
。
そ
れ
と
問
と
く
夜
組
側
、
夜
雑
子
が
暗
く
揚
合
に
も
火
事

が
曇
る
と
柱
撃
を
す
る
。
カ
ラ
ス
の
暗
撃
が
生
々
な
判
欝
に
薩
用
さ
れ
る
。
盤
上
で
如
何
に
も
樽
鍛
味
一
か
悪
い
稼
に

で
緩
か
に
鳴
け
ば
、

附
近
に
必
や
死
人
が
出
る
か
懐
我
で
も
し
て
死
ぬ
入
が
あ
る
。
叉
接
行
中
後
一
生
滋
う
で
来
て
不
快
に
暗
か
れ
る
と
家
内
に
死
人
が
・
あ
る
か
義
友

に
不
事
が
あ
る
。
叉
朗
ら
か
に
家
又
は
勤
務
先
の
翠
の
酎
近
で
鳴
く
zc
必
や
来
客
が
あ
る
Y
Mれ
は
よ
く
堂
る
。
私
的
樽
物
教
室
の
附
抵
で
と
り

時
撃
が
開
え
る
と
何
時
で
も
遠
方
か
ら
の
訪
問
者
が
あ
る
の
で
感
心
し
て
ゐ
る
。
マ
一
家
に
於
て
鳥
影
の
う
つ
る
の
を
見
る
と
必
宇
そ
の
自
に
来

容
が
あ
る
の
も
面
白
い
。
ハ
ト
が
津
山
集
っ
て
来
る
さ
そ
の
家
が
繁
昌
し
、
津
山
居
た
ハ
ト
が
移
轄
す

に
た
る
。
航
海
中
給
上
じ
カ
モ

5 



fI" 

メ
が
止
る
と
海
が
鷲
れ
て
燕
る
。
又
結
の
碕
盟
主
持
鳥
が
旋
臆
す
る
と
難
破
の
恐
が
あ
る
が
、
渡
島
が
止
ま
っ
て
捕
は
れ
る
と
姶
良
一
向
に
幸

ro 

が
あ
る
。
以
上
試
し
て
み
る
と
漉
中
ず
る
も
の
が
少
く
な
い
。

夢
判
断
に
鳥
を
癒
用
し
た
と
さ
は
太
苦
か
ら
で
島
る
が
、
夢
そ
り
も
の
が
悪
か
っ
た
三
て
吃
度
的
事
が
出
来
る
と
も
限
つ
て
な
い
、
け
れ
ぎ

も
と
れ
を
捜
査
や
'
に
仕
事
を
す
る
と
、
不
思
議
に
不
吉
が
身
迭
に
諮
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。
多
〈
の
場
合
夢
と
人
事
の
古
関
と
が
一
致
す
る

こ
と
が
あ
る
か
ら
、
詮
意
し
て
鹿
世
ず
べ
き
で
あ
る
と
信
宇
る
。
ぢ
い
審
物
だ
が
露
政
七
年
ハ
義
紀
二
四
五
五
年
〉
に
上
梓
さ
れ
た
占
夢
早
考

ざ
い
ふ
そ
0
・
中
か
ら
、
鳥
と
夢
の
部
分
奇
抜
書
し
て
見
る
と
共
の
事
が
わ
る
.

鶏
鵠
が
吾
と
物
書
ふ
と
と
を
見
る
さ
自
上
の
人
に
病
難
死
亡
が
あ
る
。
身
に
怒
翼
や
生
や
る
と
見
れ
ば
吉
で
金
殻
の
利
得
が
あ
る
。
文
相
初
翼

見
れ
ば
対
買
が
得
ら
れ
る
、

を
生
じ
て
一
大
に
昇
る
さ
見
れ
ば
早
ま
っ
て
梅
ゆ
る
こ
さ
が
あ
る
。
サ
ギ
を
見
れ
ば
官
で
人
に
ほ
め
ら
れ
る
こ
さ
が
あ
る
。
ス
ズ
メ
の
集
る
の
ふ
』

ス
ズ
メ
が
出
棋
の
内
に
飛
入
る
を
見
れ
ば
喜
び
ご
と
が
あ
り
、
ス
ズ
メ
喰
合
ふ
と
見
る
さ
会
事
訴
訟
事
が
あ
る
ぺ
く
、

ス
ズ
メ
が
壌
中
に
入
る
三
見
れ
ば
女
児
者
ま
う
く
ベ
し
。
グ
カ
を
見
る
は
大
企
口
で
千
人
の
長
と
な
る
。
深
く
溜
ま
な
け
れ
ば
人
と
怨
む
も
結
ぶ
ζ

と
が
あ
る
。
鷹
を
う
っ
と
見
れ
ば
吉
で
金
銭
を
情
け
る
。
ヅ
ル
が
症
に
舞
ふ
の
を
見
る
と
大
吉
で
立
身
出
世
す
る
.
ツ
ル
が
馴
れ
て
躍
に
あ
る

と
見
れ
ば
子
そ
産
み
、
放
っ
と
見
れ
ば
高
利
あ
る
。
ツ
ル
に
乗
る
と
見
れ
ば
官
位
あ
る
入
試
官
、
卒
入
は
科
老
ざ
り
そ
と
な
う
こ
と
が
あ
る
.

す
シ
タ

譲
が
農
を
告
ぐ
る
と
見
れ
ば
大
古
で
願
事
一
が
貯
ひ
、
震
棋
の
上
に
登
る
と
見
れ
ば
凶
で

g
百
が
あ
る
。
鳩
の
夢
は
一
午
生
思
孝
驚
賓
の
人
が
見
る

泊
『
l
p
 

婦
人
が
と
れ
を
夢
み
る
三
操
定
し
い
貴
い
子
を
企
む
司
許
信
の
人
が
こ
れ
を
み
る
を
や
が
て
そ
の
巧
み
が
現
は
れ
る
.

と
大
吉
で

ワ
シ
を
見
る
と
物
の
蹟
長
と
設
今
、

ワ
シ
に
揖
ま
る
左
見
れ
ば
撃
が
央
ば
れ
る
.
ヲ
シ

γ詩
y

を
見
る
の
は
吉
で
わ
る
が
‘
ヲ
シ
ず
予
の
飛
が
あ

る
く
の
を
見
る
と
夫
婦
離
別
す
る
と
と
が
あ
る
。

衣
に
〕
項
つ
け
加
へ
て
霊
会
α
震
い
こ
と
は
援
死
者
の
屍
を
護
見
す
る
に
難
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
決
し
て
説
話
で
も
な
い
よ
く
在
場



所
.
を
示
し
て
く
れ
ゐ
憎
〕
と
が
多
い
。
間
や
沼
舘
一
寸
で
議
列
し
た
屍
令
探
す
に
は
小
舟
又
は
筏
に

‘
難
が
鳴
く
か
ち
間
近
を
探
す
と
屍
が
殻
見
さ
れ
る
。
と
の
智
一
較
は
諮
地
方
に
行
は
れ
好
評
品
川
加
持
さ
れ
て
居
る
。
昨
年
十
和
田
諮
上
の
遭
難
者
め

の
せ
て
滞
ぎ
回
る
と
、
屍
の
附
設
に
行
く
と

る
乙
も
科
事
的
投
紫
む
み
で
は
と
て
も
間
的
セ
議
し
得
宇
こ
り
方
法
令
も
行
う
た
〈
切
開
い
て
み
る
。
棋
の
話
は
と
れ
で
耗
ち
ま
す
が
鳥

の
行
動
に
注
窓
す
る
と
、

笥
常
生
活
上
に
起
る
事
裁
中
科
事
で
解
決
し
得
な
い

大
股
知
る
と
と
が
お
来
る
さ
思
ひ
ま
す
。

-
m
-
一
一
九
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